






















20 代 17 3.3
30 代 49 9.5
40 代 68 13.2
50 代 109 21.1
60 代 169 32.8












































図表２の「回答者の年齢」は、10 ～ 30 代が
74 人（14.4％）、40 ～ 50 代が 177 人（34.3％）、





















2-5 回 205 39.7
6-10 回 100 19.4





















































































































平日 13-15 105 20.3
平日 15-17 57 11.0
平日 18- 138 26.7
平日 19- 100 19.4
土曜日 10-12 202 39.1
土曜日 13-15 154 29.8























































日 10-12 時」（202 人、39.1％）、「土曜日 13-15 時」
（154 人、29.8％）など、休日を希望する割合が
高くなっている。平日では「18 時以降」（138 人、































































































































































































































































































































































































40 代 4 2.3
50 代 9 5.1
60 代 73 41.2







































図表 17 の「回答者の性別」は、男性 125 人
（70.6％）、女性 47 人（26.6％）となっており、
圧倒的に男性の割合が高くなっている。
図表 18 の「回答者の年齢」は、30 ～ 50 代




















2-5 回 35 19.8
6-10 回 44 24.9

















































































































































































































































































































































@2,000 × 7 回＝ 14,000 円でも安いと感じま
す。
・アカデミックな講義（1限）とケーススタディ
に近い内容（2限）で、組み合わせがとても
よかったと思います。
・構成、講師選定共に素晴らしかったと思いま
す。
・学生も参加したら、もっと良かったと思いま
す。特に事例。
・レポート課題があっても良いかと。四コマ 1
日のカリキュラムでもOKです。
・様々な世代の方が受講されていて、刺激にな
りました。
・都合で欠席した場合でも、e-learning で学習
できてよかったです。また、○○先生のわか
りやすい授業内容及び質問票での回答を授業
の始めに取り入れて説明されて、大変良かっ
た。
・経済学部の英語での授業のオープン・クラス
化。
・幅広い講座があるため、県外の人にＰＲでき
たらと思います。
・日本の近現代史の講座をもうけてほしい。
・シラバスの内容が冊子とネットが合っていな
いので一致させてほしい。
・レジメを中心とし、授業内容の進行がわかる
のでよい。
・スクリーンを利用し、より具体的な例もわか
ります。
・黒板の移動によりメモの遅れも調整できま
す。
・座席と机の幅、奥行きが狭いのが気になりま
す。
・今回、初めて大学院の授業を受け、内容は難
しかったが、少人数（４人）で年代も様々、
留学生もいて、楽しく、充実した時間を過ご
すことができた。先生に感謝しています。
【理学】
・演習を多くしてほしい。
・1 限目は家庭の都合で出席できない。聞きた
い科目があるが、毎年同じ時間帯なので都合
がつかない。年度によって、曜日・時限の変
更があるとありがたい。
・授業の中での質問ができるとよい。シニアは
学生さんの邪魔をしたくないので、授業の後
で質問させていただいている。
・学生がおとなしい。
・数年後には、理学・物理学系の大学院の授業
も公開してほしい。
・予習の関係がありますので、授業の終わりに、
次回講義のキーワードを教えて下さい。
・授業時間を２時限、４時限での設定をお願い
したい。シニアのため。
・シラバスから完全にはずれているし、授業の
準備が不足であると思われる。多くの学生は
理解できなかったと思う。研究の他に「教育」
の面をもっとしっかりする必要がある。学部・
学科内の先輩の教授との打ち合わせなどが必
要であろう。元教員として、学生に対する接
し方をもう少し考えてもらいたいものだと感
じました。
・図書館が私には少し寒いです。
・今回は授業の内容、課題の出し方と評価など
に先生の熱意が強くあらわれ、学生さんたち
も熱心に受講していた。こんな機会に恵まれ
オープン・クラス制度に感謝です。
【芸術文化】
・推薦入試の日など、事前に知らせてほしい。
・学生さんと一般社会人の違いをふまえ、適確
な指導に感謝しています。大いに感謝してい
ます。
・（運営状況）気持ち良く学ばせていただいて
います。
・（施設環境）十分にありがたいです。
・芸術系の受講を希望していますが、機会が少
なくなってきている気がします。先生方の負
担が増えるからだとは思いますが、広く門戸
を開けてほしいと思います。
・トイレ（数カ所）改善していただきありがと
うございました。
－ 21 －
＜自由記述＞
・今年で 5年目になります。もう少し続けたい
と思います。
・今年度は教養教育のオープン・クラスがなく
なったのですが、来年度は復活してほしい。
・少子高齢化に伴って、高齢者の生涯学習とい
うことで文科省が取り組んできたものが、教
養教育のオープン・クラス（高齢者の一番取
り組みやすかった受講科目がたくさんあっ
た）がなくなる等、取り組みが後退していく
のは非常に残念。
・駐車場に余裕が欲しい。路上駐車も多い。
・興味深い授業と、退屈な授業との差が大き
かった。
・資料が多すぎて、棒読みの授業は退屈だった。
・今回（30 年度前学期）、急に教養教育が取り
やめになった理由が不明。
・受講できる授業科目を増やしてほしい。
・冬期のオープン・クラスは、シニア世代では
雪の状況等を考慮した場合、2限目以降での
開講をお願いしたい。
・スマホを利用していないから、共に受講して
いる友人に時間割や次回のテーマをスマホよ
り聞いている。簡単な時間割があればと思う。
・生涯学習について、知らない人が多い。テレ
ビや新聞でも紹介があればと思う。
・今回は大変良い機会でしたので、今後とも、
生涯学習事業について注目してゆきたいと思
います。
・知識・教養の向上に役立った。
・もっと多くの市民に参加してもらえるとよい
（外国の大学並みに）。
・学生さんとの交流ができるとよい。
・駐車場が少ないので、もっと近くに駐車ス
ペースがあればよい。
・歩道の自転車が危ないです。徐行するか押し
て歩いてほしい。
・富山市の受講料補助がうらやましい。
・一昨年に西洋古典語（ギリシア語）を受講し
ましたが、教科書の途中で終わってしまい残
念でした。今年度にラテン語を受講しようと
思っていたのですが、オープン・クラスの対
象にならなかったのが残念です。
・一般教養科目を五福キャンパスに集中したた
め、オープン・クラス受講の空きがなくなっ
たことは残念。
・オープン・クラス受講科目と受講スペースの
拡充について工夫が望まれる。
・アンケートの塗りつぶしが大変なので、○印
を小さめにしてください。
・これからもオープン・クラス制度を続けてほ
しい。知る喜び、学ぶ喜びを感じます。ずっ
と学び続けたい。少々難しいですが、知る喜
びを感じます。
・今までの取り組みに感謝、満足しています。
・オープン・クラスを今回初めて受講し、一般
人と大学生が机を並べて勉強ができるこのシ
ステムはとても有意義です。ずっと継続して
いただきたいと思います。当該事業を担当さ
れているスタッフの皆さんに感謝です。
・現在仕事をしているので週 1回しか受講でき
ないが、今後もできるだけ受講したいと考え
ています。
・オープン・クラス対象講座の拡大。
・受講したいが制限されている科目が多い。
・教員の方と話す機会が設けられていれば、教
員の方も受講者も、互いの経験の中にあるこ
とを聞くことができてよいのではないかと思
います。
・医学部のクラスが少ないと思います。
・これまでも開催されていることは知っていま
したが、今回受講して、レベルも高く、とて
もよい（有意義な）制度だと思いました。
・公開講座においても英語関係の科目がなく
なっているので、ぜひ英語の科目も開講して
ほしいと思います。
・研究のため、若い学生ばかりでなく、老いた
研究者のためにも図書館の書庫利用を可能に
してください（オープン・クラスの複数メン
バーの意見）。
・当日になって、受講希望科目の担当教員から
教室で「受講希望者が集まらないので開講取
り消し」の通知。事前に連絡できないのか。
・英語（時事英語）の講座を充実してもらいた
い。
・「オープン・クラス」、夢みたいな取り組みで
すね。元気な時に学びたいです。オープンに
することで、先生方も受講者も学生さんたち
も「ステップアップ」をはかれると思います。
－ 22 －
いろいろな科目をぜひお願いします。
・各自、どのような意見・要望があったのかを
まとめていただき、受講者にも教えてほしい
です。私は満足していますので。
・ポスターやチラシを大規模商業施設や駅など
にも貼ってもらえたら、学ぶ機会がもっと身
近になると思います。パソコンを毎日ひらか
ない世代として。
・退職し、高齢になって、外出したりして人と
の交流が少なくなった今、週に一度でも知識
を得るべく大学へ通うということが何にも代
えがたく、またこれまでに知識の無かった分
野に眼を向け考える機会を与えていただいて
いると感じています。
・木曜日の 17：30 からの公開講座「ドイツ語
中級」までの空き時間に、たまたま前期「社
会心理学」後期「文化人類学」という興味の
ある科目が開講されていたので受講したが、
来年度以降空き時間に見合う興味のある科目
が開設されるかどうか懸念している。
・大学のキャンパスで学生と一緒に授業を受け
ることができるオープン・クラスの制度はこ
れからも続けてほしいです。私のライフワー
クになっています。※この「朝鮮語コミュニ
ケーション（作文／会話）」、「国際関係論」、
来期も是非オープンしてほしいです。
・英語での授業を増やして下さい。
・富山大学の講座がすべて日本語で行われてい
る、英語での授業を増やすべき。特に CNN
や英字新聞の多用を実施して下さい。
・高齢者は聴力視力体力が衰えていたり、持病
を抱えていたりして、若くて元気で優秀な学
生さんたちのようには動けません。関係者の
皆様方には、いろいろとご迷惑をおかけして
おりますが、今後ともよろしくお願いいたし
ます。
・○○先生が今期で退官されると聞いていま
す。10 年以上オープン・クラスでお教えを
受けてきました。感謝しています。今後とも
ご健勝でご活躍されますことをお祈りしてい
ます。ありがとうございました。
・シニアにとってこのような学びの環境を提供
していただき大変ありがたく思っておりま
す。
・富山は全国でも有数の産学官の連携の取れた
県です。その成果が次第に大学の研究にもい
かされて嬉しく思います。ぜひ学生諸君に産
官の活用を教えてあげて下さい。そのための
学外講師も良いのでは。
・先生方は授業、研究、論文等多忙な時間をお
過ごしのことと思いますが、授業内容などの
ことについて質問などする時間があればよい
なと思うこともあります。
・生涯学習の機会を与えていただきありがとう
ございます。
・今回に限り、本科目の曜日が変わった（金→
木）が、オープン・クラスには案内なし、従っ
て 1回目は受講できなかった。
・シニア世代としては、教養教育部分の受講内
容を充実していただきたい。
・受講科目を増やしてほしい。
・サテライト講座においても、参考図書、参考
文献を紹介してほしい。
・難しいと思いますが、数年後には、「場の量
子論Ⅰ、Ⅱ、素粒子物理学Ⅰ」（修士課程）
の公開授業を希望します。
・とても良い環境と先生方の授業内容も、すこ
ぶる良いので、できれば、専門的生涯学習が
受けられたらいいです。
・冬季は道路の積雪、凍結が心配なので、１限
にオープン・クラスの授業を組まないでいた
だけるとありがたいです。魅力のある授業な
ので欠席したくありません。
・オープン・クラスとして受講できる授業の拡
大を希望します。もちろん、すべての授業と
は言いませんが、もう少し受講できる科目を
拡大してもらいたいと思います。
２．オープン・クラス担当教員に対するア
ンケート結果
【Ｑ＆Ａ集について】
・わかりやすい。
・英語版があると助かります。
・担当教員の懸念を払拭するうえで役に立つと
考えております。
・分かりやすく、このままでよいと思います。
－ 23 －
【本学学生と一般市民が同じ教室で受講する形
態について】
・クラスの趣旨を理解していただける限りにお
いては良いことだと思います。
・双方の学修に対する刺激となって、たいへん
良いことだと思います。
・正規の授業運営の範囲内で行われるものなら
ば、意欲ある市民の方々に来ていただくのは
有意義なことと思う。
・学生が社会経験のある幅広い年代層の受講者
と共に学ぶことは、それぞれの視点での意見
交換の場ともなり、異なる世代の考えを知る
よい機会になると思います。また市民の方に
とっても、学生と共に…リアルタイムでの大
学での授業を受講できるため、より意欲的に
学習に取り組んでいただけるのではないで
しょうか。
・本学学生にとってよい刺激となる面が多いと
思います。
・学生に比べ、一般市民の方の方がモチベー
ションや基礎学力が高いこともあり、学生の
レベルや…態度が一般市民にどう受け取られ
るか心配な場合がある。
・本学の学生にとっても、市民受講生の高いレ
ベルの読解力や質問などから刺激を受けるこ
とができて、授業のレベルアップのためにも
有益であると思う。
・熱心な受講態度が、学生に良い意味での刺激
を与えてくれている点はよい。ただし、自分
の関心に…寄せすぎた発言が目立ち、それが、
良くも悪くも受講生を惑わせている。教師が
きちんと交通整理をすればいい話なので、全
体としては特に問題ない。知識の豊富な一般
市民が多く、こちらも準備が大変であるが、
自分の成長にもつながるので、よしとしたい。
・積極的に質問もして、学生には良い刺激と
なったと思われる。
・オープン・クラス受講を希望する方は勉学意
欲が高いので、学生に良い影響を与えると思
う。
・年配の方が同じ教室に居ることは学生にとっ
ても刺激になって良いと思います。…私は、
オープン・クラスの方が教室に居ても、本学
の受講生の年齢層を対象とした講義の姿勢を
くずしていないので、20 歳位の学生に語る
内容をそのまま話します。オープン・クラス
の受講生はあくまで、大学の平素の講義に一
般市民の立場で参加しているわけですから、
その対象者がいるからといって、その方に配
慮した講義形態を取ることはありません。そ
の様な態度で行っている講義をオープン・ク
ラスで受講している方はどう受け止めている
かは知りたい所です。
・私の授業では、オープン・クラス生も特別扱
いせず。一般学生に混じって対話型のアク
ティブブラーニングに取り組んでもらいま
す。一般学生からしても人生経験が豊かな
オープン・クラス生の発言は有益ですし、当
該オープンクラス生にとっても、今ドキの学
生たちと活発に議論することは大きな刺激に
なります。
・学生にとっても、市民の方にとっても互いに
刺激があり、とてもよい形態だと思います。
・一般市民の積極的な学びの姿勢は、学生にも
よい影響を与えていると考える。
・市民の方を対象とした行事と学生に対する教
育は、分離するべきだと考えます。他に公開
講座がありますので、そちらに参加していた
だくべきです。学生の中には、迷惑に感じて
いる人がいるかもしれません。
・大人数授業に関しては基本的には問題ない
し、むしろ好ましいと思います。
・本学学生（主に学部 1年生）とオープン・ク
ラス受講生（60 代）とでかなり年齢差があっ
たため、講義で最近の SNS 等インターネッ
ト上の社会問題を取り上げる際、どこまで説
明が必要か迷うところがあった。また、配布
しているレジュメのフォントサイズについて
も、オープン・クラス受講生が読みづらそう
にしている様子があり、気にかかった。
・学生に良い刺激を与える存在で、よかった。
【その他、オープン・クラス全般について】
・今後は…You…Tube…などで講義の動画を提供
することも検討すべきかと思います（すぐに
は展開できないとは思いますが）
・私のクラスでは、今後も積極的に市民の方を
受け入れたい考えです。
－ 24 －
・昨年度も書きましたが、教職の関係で同一授
業科目は同一シラバス（すなわち、同一の内
容）であることが求められます。同じ受講生
の方が数年以上にわたり継続して受講なさる
場合、内容が同一の授業となる可能性が高く
なりますので、この点への対応をしていただ
きたくお願いいたします。
・オープン・クラスにより広い市民が参加でき
るよう、さらに広報をお願いしたい。
・理系の科目の場合、大学院の授業はオープ
ン・クラスには無理だと思う。特に理論系で
は、基礎的な科目の十分な理解がどうしても
必要であり、ほとんど理解できなかったので
はないかと思われる。理系は大学院の授業は
オープン・クラスから外す方がよいと思う。
・この制度は悪い制度ではありません。私の寡
聞するところでは、イギリスの大学では、講
義は一般市民の方にもオープンだと伺いまし
た。本当はどうかは知りませんが。だから、
一流の学者が行うかなり専門的な講義も自由
に聴講できるみたいです。大学がそういう場
所だというのはとても素敵なことです。ただ、
変な人が出入りしてしまうと迷惑なので、そ
の辺に防衛策も必要でしょうね。
・私の教員任期は残り 2年しかありませんが、
私の退任後もオープン・クラスの継続・発展
を期待しています。
・ぜひ継続していただきたいですし、可能なら
市民への広報にいっそう力を入れて、多くの
方に機会を知っていただきたいです。
・私の場合、通常の授業に市民の方がいらっ
しゃることに精神的負担に感じております。
オープン・クラスの要請がありますので、受
け入れておりますが。
・昨今、世間一般においては、大学における人
文・社会系の学問分野の存在意義を問う声が
しばしば聞かれる。一般市民が大学の学問に
触れる機会となっている本学のオープン・ク
ラスにおいては、人文・社会系分野への関心
や需要はどの程度のものになっているのか。
少々気になった。
【生涯学習事業全般について】
・「外貨」獲得や教員へのインセンティブ付与
が可能なのであれば、地域にいろいろなニー
ズがあると思いますので、やり方によって大
きな…win-win…の成果をだす可能性があると
思います。しかし、国立大学の非効率な制度
や保守的な学内ローカルルールの存在、変化
することへの抵抗で無理だと思うので、その
隙間をついて最大限うまく運用されていると
思います。
・オープン・クラス、科目等履修生、研究生な
どを一覧で案内できる…Web…ページがあれば
良いと思います。
・今後ますます需要が高まる生涯学習分野に
おいて、質の高い学習の場の継続的な提供
は、地域社会に深い教養をもたらすことがで
き、大きな社会貢献につながっていると思い
ます。地域における知の拠点として、積極的
にニーズを汲み取り、今後もさまざまな分野
の講座を提供していくべきではないでしょう
か。
・これまでどおり、オープン・クラス受講者に
対する特別の配慮（内容を平易にするなど）…
は一切しないという方針を堅持願います。
・一般市民の方が授業内容についてシビアだっ
たりすることもあるので、公開講座などは担
当者を選ぶ必要があると思う。
・若い時に事情があって、大学に行けなかった。
あるいは学生運動に熱中してろくに勉強しな
かった。あるいは、現役中は仕事に埋没して
文化に触れることが出来なかった。そういう
方達の為に大学の講義を開放する事はとても
良いことだと思います。
・市民講座も単に聴講する形式ばかりではな
く、参加型・活動型のものも企画・実施して
頂く方が好ましかろうと思います。私以外に
も、人間発達科学部の教員を中心に人材は豊
富なはずです。
・支援事業全般をあまり存じ上げていないの
で、知る機会を得られたらと思います。
・毎年、公開講座を企画して実施しております。
オープン・クラスに反して、公開講座は市民
のための事業です。その趣旨に従って実施し
ております。学生のための授業と市民のため
のものは、趣旨が異なります。
－ 25 －
Ⅲ　おわりに
　以上のアンケート調査結果を踏まえて、今後
の考えられる対応・方策等について考察した結
果をまとめる。
○公開講座、オープン・クラスとも、アンケー
ト結果からきわめて好評だったことが確認で
きた。今後とも事業の継続実施が強く求めら
れているように思われる。
○例年の傾向であるが、公開講座の受講生は女
性の割合が高く、反対にオープン・クラスは
男性の割合が高い。このような性別の不均等
がどのような背景のもとで生じてくるのかは
定かではないが、どちらも性別によらず受講
しやすい環境の構築が必要であるように思わ
れる。
○これも例年の傾向であるが、駐車場スペース
の狭隘さについての不満が多い。駐車場の拡
大は物理的に困難なことであるため、受講者
にはできる限り公共交通機関の利用をうなが
す必要がある。
○近年に至り、Web サイトによる広報の重
要性が高まっている。メールマガジンや
facebook などで迅速かつ正確な電子的ＰＲ
活動につとめていく必要がある。
○語学公開講座の継続・拡充をのぞむ意見がみ
られた。継続的・段階的な学びをサポートす
るためにも、多様なレベルの講座を用意する
ことが可能かどうか検討する必要がある。
○「趣味などやガラスや陶芸など富山の特産に
かかわることも習いたいです」というように、
例年「地域学」を求める声がある。もとより
このようなジャンルは地域に独自の学びの機
会を提供することにつながるものであり、積
極的に検討していく必要がある。
○公開講座はほとんどが社会人受講生によって
構成されており、相互交流が促されているも
のと思われるが、オープン・クラスの場合は
社会人が少数派であり、居心地の悪さを指摘
する声が例年ある。「オープン・クラス受講
者が私一人なので、かなり恥ずかしい」。Ｐ
Ｒの課題が残る。
○オープン・クラスで課題となっていることの
一つに「学びの継続性」ということがある。
すなわち、入門的な内容から専門的な内容
へ移行する道が閉ざされている場合が多い。
オープン・クラスの開講科目数は初期の頃か
ら漸減していることもあり、それぞれの先生
方の理解を得ながら幅広く公開してもらうよ
うな手立てを考える必要がある。
○その手立てを具体的に考える必要性が高まっ
ている。オープン・クラス開講を促すチラシ
の作成、学内掲示板でのＰＲ、授業公開に向
けての相談への対応など、様々な取り組みが
考えられる。
○他方、大学院授業科目（ＨＧＯＣ）の開放は
好評である。「今回、初めて大学院の授業を
受け、内容は難しかったが、少人数（４人）
で年代も様々、留学生もいて、楽しく、充実
した時間を過ごすことができた。先生に感謝
しています」、「数年後には、理学・物理学系
の大学院の授業も公開してほしい」など。
○学生との交流、または受講生相互の交流を求
める声がある。学んだことを個人的なことが
らにとどめず、知的な交流が要求されている。
○担当教員の声をみると、Ｑ＆Ａ集は好評だっ
た。今後も担当者に対するケアにつとめてい
く必要があるだろう。
○全般に、社会人受講生の参加が好影響をもた
らした、という声が多かった。一方、正規学
生と社会人は分けて実施した方が良い、精神
的に負担である、同一授業内容を何度も継続
してよいのか、などの意見もみられた。今後
の課題である。
